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研究成果の概要（和文）：局所ラングランズ対応と局所ジャッケ・ラングランズ対応をLubin-Tate perfectoid空間の
幾何学を通じて理解する研究を行った。尖点表現の中で分岐型という表現のクラスがあり、このクラスの最も簡単な表
現でepipelagic表現と呼ばれるものがある。この表現に対するLubin-Tate perfectoid空間の中のアフィノイドとその
形式モデルを構成し、その還元のコホモロジーに現れる表現の対応を研究した。対応は二組作られ、内一つが局所ジャ
ッケ・ラングランズ対応と一致することを示した。その結果、表現論のタイプ理論におけるBSS予想をepipelagic表現
に対して解決することができた。

研究成果の概要（英文）：We have studied Galois representations in a view point of Langlands program. More 
concretely, we have studied the local Langlands correspondence and the local Jacquet-Langlands 
correspondence geometrically through geometry of Lubin-Tate perfectoid space. An epipelagic 
representation means an easiest cuspidal representation of ramified type of a general linear group over a 
non-archimedean local field. For such representations, we have constructed a family of affinoids and its 
formal models, and studied the middle cohomology of the reductions of the models in a representation 
theoretic view point. As a result, we have constructed two correspondences between representations. We 
have proved that one of them corresponds to the local Jacquet-Langlands correspondence for epipelagic 
representations. As a by-product, we have shown the B-S-S conjecture for epipelagic representations. This 
conjecture asserts the compatibility of types under the local Jacquet-Langlands correspondence.

研究分野：数論幾何学

キーワード： ガロワ表現　Lubin-Tate perfectoid空間　局所ラングランズ対応　局所ジャッケ・ラングランズ対応　
タイプ理論
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１．研究開始当初の背景

Scholze が perfectoid空間の一般論を構築

しそれを用いて Weight monodromy予想に大

きな進展をもたらした。それを受けて

Weinstein がLubin-Tate perfectoid空間を

定義し、その中のアフィノイド部分空間と

形式モデルを構成し、その還元の中間コホ

モロジーに不分岐型の尖点表現が実現され

ていることを示した。

２．研究の目的

数論幾何学の研究主対象の一つであるガロ

ワ表現をラングランズ対応の観点から理解

することを目的とする。特に一般線型群に

対する局所ラングランズ対応と局所ジャッ

ケ・ラングランズ対応を Lubin-Tate空間の

局所的幾何の理解を通じて幾何学的に理

解・実現することが目的である。

３．研究の方法

Lubin-Tate空間の中のアフィノイドとその

形式モデルを CM理論やタイプ理論を通じて

構成する。その還元のエタールコホモロジ

ーを SGA4 1/2の技術を用いて解析する。そ

の表現論的構造をタイプ理論の観点から解

析する。またガロワ表現に伴うイプシロン

因子を理解するために Deligne やHenniart

の技術を用いる。一方で尖点表現のイプシ

ロン因子（ Godement-Jacquet局所定数）に

ついては Bushnellによる非可換ガウス和を

用いた記述を使って計算する。

４．研究成果

p を素数とする。

以下のスローガンのもとに研究を行った： 

「数論と深い関係にある局所体上の代数多

様体を p 進解析空間と見なして、その部分

アフィノイド空間でその還元がガロワ表現

として面白い中間コホモロジーを持つもの

を構成する。 その多様体が群作用を持つと

きには、その群の表現として還元のコホモ

ロジーを解析する。」 このスローガンにお

いて多様体は最初から p 進解析空間の場

合もある。最も望ましいこと は多様体の

安定モデルを完全に知り、そのコホモロ

ジーを完全に記述することであるが、一

般次元では安定モデルの存在が分かって

いないし、具体的な場合でも完全に記述

することは困難である。そのため安定還

元の完全な記述は諦めて、重要な一部だ

けを見るというのがスローガ ンの内容で

ある。このスローガンの難点としては、

ある一部のアフィノイドの還元の中間コ

ホモロジーを解析したとしても、それが

元の多様体のコホモロジーの部分表現に

なっているか、保証できない点にある。

ただし、以下で述べる具体的場合では、

そうなっているとほとんど確信できたり、

実際証明できるのでこのスローガンはあ

る程度有用な代替案であると考えられる。

以下、具体的な場合に何をどれくらい明

らかにしたかを述べる。

K を非アルキメデス局所体とする。その

剰余 標数を p とする。 h を2 以上の自

然数とする。導手が h + 1 のGLh(K)の尖

点表現を epipelagic表現と呼ぶ。 h 次元

のLubin-Tate perfectoid空間の中に、あ

る種のアフィノイドとその形式モデルを

構成し、その還元の中間コホモロジーに

epieplagic表現がすべて現れることを証

明した。その中間コホモロジーを用いて、

epipelagic表現に関する局所ジャッケ・

ラングランズ対応の幾何的実現を証明し

た。例えば p ∤ h の時には、上記のアフ

ィノイドの形式モデルの還元として、非

退化な二次 形 式 に付随す る Artin-

Schreier多様体が現れる。この多様体は

Coleman-McMurdy が発見した X0(p3)の中

のアフィノイドの還元の自然な高次元化
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になっている。このコホモロジーに局所ジ

ャッケ・ラングランズ対応が実現されるこ

とを示すためにイプシロン因子や指標の計

算を詳細に行った。局所ジャッケ・ラング

ランズ対応　は、 Secherreが発展させたタ

イプの理論とこの対応を一意的に特徴付け

る指標の関係式の両辺を実際に計算するこ

とで成された。その指標の値にある種のガ

ウス和や Kloosterman 和などが現れて興味

深い。 SGA4 1/2 において Deligne によっ

て調べられていた Kloosterman 和について

の初等的性質を用いて、対応する表現を特

定した。更にこの過程で、タイプ理論にお

ける Broussous-Secherre-Stevens の予想を

epipelagic表現に対して解決することがで

きた。 p|h の場合を含めたこのような幾何

学的研究はこれまでなかったので非常に希

少である。またタイプ理論的にも新しい帰

結を持つため本研究は、意義深いものであ

ると考えている。
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